
購
買
力
が
あ
っ
て
、
営
時
三
食
附
一
ヶ
月
金
八
園
也
で
下
宿
し
て
居
る
も
の

さ
へ
あ
り
、
最
高
十
五
園
も
出
せ
ば
夕
食
に
は
刺
身
に
洋
食
の
一
品
位
は
つ

け
る
と
云
ふ
低
物
債
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
少
々
有
り
難
か
っ
た
が
此
手
営
も

我
々
卒
業
後
間
も
な
く
続
費
節
減
の
あ
ほ
り
で
麿
止
せ
ら
れ
た
と
云
ふ
事
で

あ
っ
た
。

ほ
か
に
、
白
浜
徴
お
よ
び
白
浜
在
職
中
の
図
画
師
範
科
に
つ
い
て
は
『
白
浜

徴
先
生
追
悼
号
』
（
昭
和
四
十
九
年
。
錦
巷
会

m鰐
狂
認
嗣
懇
が
あ
り
、
参
考
に
な

る。
図
画
師
範
科
は
明
治
四
十
三
年
に
第
一
回
卒
業
生
を
全
国
の
中
等
学
校
へ
送

り
出
し
た
。
同
年
正
木
直
彦
、
白
浜
徴
、
上
原
六
四
郎
、
小
山
正
太
郎
、
阿
部

七
五
三
吉
ら
に
よ
る

『
尋
常
小
学
新
定
画
帖
』
が
発
行
さ
れ
、
図
画
師
範
科
の

順
調
な
運
営
と
相
ま
っ
て
、
明
治
三
十
五
年
以
来
の
図
画
教
育
改
革
は
完
結
を

み
た
。
ま
た
、
白
浜
徴
は
同
年
『
図
画
教
授
之
理
論
及
実
際
』
『
新
式
練
習
画

帖
』
を
出
版
し
、
一
方
図
画
師
範
科
の
同
窓
会
で
あ
る
錦
巷
会
が
結
成
さ
れ
て

そ
の
会
長
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
前
出
「
続

・
日
本
近
代
美
術
教
育

『
美
育
文
化
』
所
載
）
中
に
詳
し
い
論
及
が
あ
る
。

史
」
（
金
子
一
夫
著
。

③
 

前
項
中
に
掲
載
し
た
「
図
画
師
範
科
創
立
当
時
の
回
顧
」
に
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
錦
巷
会
は
明
治
四
十
年
十
一
月
に
発
足
し
た
図
画
師
範
科
の
親
睦
団

体
で
、
会
名
は
正
木
直
彦
の
命
名
に
よ
る
。
同
会
の
機
関
誌
『
錦
巷
』
は
明
治

四
十
四
年
三
月
創
刊
さ
れ
、
こ
れ
に
会
則
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
第
三
條
に

「
本
会
ハ
東
京
美
術
学
校
図
画
師
範
科
職
員
卒
業
生
並
二
在
校
生
徒
ヲ
以
テ
組

錦
巷
会

織
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
会
長
に
は
同
科
主
任
を
推
す
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
機
関
誌
に
つ
い
て
は
毎
月
編
纂
し
て
春
秋
二
回
特
別
号
を
刊
行
す
る
と
い

う
規
定
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
治
四
十
四
年
四
月
に
至
り
、
春
秋
二
回
発
行
と

改
め
ら
れ
て
い
る
。
『
錦
巷
』
の
雑
報
欄
に
よ
っ
て
、
錦
巷
会
で
は
図
画
師
範

科
関
係
教
官
や
卒
業
生
の
講
話
、
絵
葉
書
競
技
、
余
興
な
ど
が
行
わ
れ
、
卒
業

式
の
時
期
に
な
る
と
、
全
国
各
地
の
学
校
へ
赴
任
す
る
生
徒
の
た
め
に
盛
大
な

送
別
会
を
催
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

東
京
美
術
学
校
規
則

（「
総
則
」）
改
正

図
画
師
範
科
設
置
に
と
も
な
い
明
治
四
十
年
七
月
に
東
京
美
術
学
校
規
則
の

第
一
章
「
総
則
」
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。

④
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第
五

受
ク
ベ
シ

第

一

章

則

第
一
條
本
校
ノ
學
科
ハ
日
本
聾
科
、
西
洋
聾
科
、
彫
刻
科
、
圏
按
科
、
金

工
科
、
錨
造
科
、
漆
工
科
及
圏
霊
師
範
科
ト
ス

日
本
霊
科
、
西
洋
聾
科
、
彫
刻
科
、
圏
按
科
、
金
工
科
、
錨
造
科
、
漆
工

科
ハ
各
専
門
ノ
技
術
家
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
主
旨
ト
ス

岡
聾
師
範
科
ハ
師
範
學
校
、
中
學
校
、
高
等
女
學
校
ノ
圏
聾
教
員
タ
ル
ペ

キ
モ
ノ
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
主
旨
ト
ス

前
項
ノ
外
豫
備
科
、
研
究
科
ヲ
置
ク

第
二
條
本
校
ノ
修
業
年
限
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ

圏
甕
師
範
科
ヲ
除
ク
外
各
學
科
ハ
豫
備
科
ヲ
通
シ
テ
五
箇
年
ト
シ
入
學
ノ

始
二
於
テ
一
學
期
間
豫
備
科
ヲ
履
修
セ
ッ
メ
最
後
ノ
ニ
學
期
間
ハ
専
ラ
卒

業
製
作
二
従
事
七
シ
ム

圏
甕
師
範
科
ハ
―
―
―
ケ
年
ト
ス

⑤

「

生
徒
心
得
」
改
正

明
治
四
十
年
九
月
、

「
生
徒
心
得
」
が
改
正
さ
れ
た
。
新
旧
の
対
比
を
左
に

示
す
。

（
旧
心
得
）

ベ
シ

「
登
校
ノ
節
ハ
本
校
所
定
ノ
制
服
ヲ
着
用
シ
靴
ヲ
穿
ッ

若
シ
病
氣
其
他
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
事
故
二
依
リ
此
條
規
二
従

フ
能
ハ
ザ
ル
場
合
二
在
テ
ハ
其
旨
居
出
ッ
ベ
シ
若
シ
五
日
ヲ
超

ュ
ル
ト
キ
ハ
病
氣
ノ
モ
ノ
ハ
器
證
ヲ
添
へ
本
校
へ
届
出
デ
許
可
ヲ

但
居
書
ハ
門
ヲ
入
ル
ト
キ
必
ズ
門
衛
二
示
ス
ベ
シ

総

（
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
誌
籠
昇
年
』
）

第
十
八

カ
ラ
ズ
」

（
新
心
得
）

「
在
學
中
ハ
郡
猥
ノ
製
作
ヲ
ナ
ス
等
ノ
コ
ト
ア
ル
ベ

（
新
心
得
）

靴
ヲ
穿
ッ
ペ
シ

ア
ル
ベ
シ
」
「
登
校
ノ
節
ハ
必
ズ
本
校
所
定
ノ
制
服
制
帽
ヲ
着
用
シ

如
何
ナ
ル
事
由
ア
ル
モ
和
服
ヲ
着
用
シ
テ
赦
室

ハ
勿
論
校
舎
内
二
出
入
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ズ
」

（
旧
心
得
）
「
在
學
中
ハ
榔
猥
ノ
製
作
ヲ
ナ
シ
叉
ハ
製
作
物
ヲ
私

ニ
内
外
ノ
展
覧
會
等
へ
出
品
ス
ベ
カ
ラ
ズ
」

第
五
に
お
け
る
改
正
は
生
徒
の
服
装
取
締
り
強
化
を
意
味
す
る
。
こ
れ
が
文

相
牧
野
伸
顕
に
よ
る
「
学
生
生
徒
ノ
振
粛
二
関
ス
ル
件
」
（
明
治
三
十
九
年
六
月

公
布
）
に
示
さ
れ
た
学
生
の
思
想
風
紀
取
締
強
化
の
方
針
に
従
っ
て
と
ら
れ
た

措
置
で
あ
る
の
か
、
或
い
は
本
校
の
特
殊
な
事
情
に
よ
る
措
置
な
の
か
は
定
め

が
た
い
が
、
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
取
締
り
強
化
は
生
徒
の
反
感
を
招
き
、
大
正

五
年
の
東
京
美
術
学
校
改
革
運
動
の
―
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

第
十
八
に
お
け
る
改
正
は
、
特
に
文
展
開
設
を
目
前
に
控
え
て
制
作
に
意
欲

を
燃
や
す
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
歓
迎
す
べ
き
措
置
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

⑥

彫
刻
授
業
法
改
正

明
治
四
十
年
十
一
月
、
彫
刻
科
の
学
科
課
程
が
改
正
さ
れ
、
同
科
は
塑
造
、

木
彫
、
牙
彫
の
三
部
に
分
け
ら
れ
た
（
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
立
虹
麟
匹
二
年
』
所
載

「沿
革
略
」
）
。
彫
刻
科
は
明
治
三
十
二
年
九
月
に
塑
造
科
が
新
設
さ
れ
た
た
め
木

若
ッ
之
ヲ
示
サ
ゞ
ル
ト
キ
ハ
門
衛
ヲ
シ
テ
入
門
七
シ
メ
ザ
ル
コ
ト
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